









































































　恥ずかしながら藤原新也すら知らなかったのだが，私は大学 1 年生の春休み（ 2 年生になる前）




























































4 私は『ガロ』が好きで， 4 畳半の生活に憧れていた。特に『フーテン』を描いた永島慎二に魅せられ，








































































































































が伝わってくる。田中先生の総長時代の思考は，同『江戸から見ると 1 』『江戸から見ると 2 』（青土社，
2020年）に表現されている。
 同『江戸から見ると 1 』288～289頁の次の部分は，田中先生の核心的な問題意識だと思うので，長く
なるが，引いておきたい。「私はNHKの人間大学で「山東京伝と江戸のメディア」を講じ，そのテキスト
をもとに本にする予定だった。図版もすべてそろっていた。原稿の下準備もできていた。しかし書けなか
った。書くのが好きな私が，もっとも好きなテーマで書けなかった，ということは自分自身にとっても残
念な思い出だ。その理由が今ではわかってきた。問題は「物語」である。山東京伝，平賀源内と小田野直
武，恋川春町は，私にとって単なる研究材料ではなく，自分の中に生きている。彼らについては，研究と
いう方法や文体が，もっとも遠いものに感じられるのである。しかし評伝という方法でもない。何らかの
物語の構築を必要としている」。私もNHK講座のテキスト『山東京伝と江戸のメディア』（日本放送出版
協会，1995年）は読んだことがあるが，将来，もし田中先生が山東京伝の物語を書くことになれば，読
んでみたい。
33
田中優子先生から授かった連
性である。その精神的バトンは，きっと誰かに受け継がれる。
　法政大学で田中先生と出会えたのは若き日の誇りである。暖かくなる春の季節を想像しながら，
激務だった積年のお疲れ，どうかゆっくりご静養して下さいとお伝えしたい（先生に時間ができ，
飲み会も自由にできる世になれば，私は下戸ですが，一杯やりましょう）。そして充電期間を経た
上で，これから新しい舞台に進まれる田中先生の挑戦・執筆を楽しみにしている。いつか田中先生
の著作集・全集がまとめられる日が来ることを願ってやまない。私も今後，先生に少しでも良い報
告ができるよう研鑽を積みたい。先生の困ったような表情にも映る素敵な笑顔はトレードマークだ。
先生はこの文章を見て笑ってくれるだろうか，あるいは苦笑されるだろうか。深い感謝の気持ちを
込めて，かつて市ヶ谷で過ごした第一教養部の田中優子ゼミ卒業生のつもりでこの文章を記した。
